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ゼｰノレロンダｰネ山地の変成岩と花開岩

一第31次南極地域観測隊に参加して一

高橋裕平1)

1.はじめに

今回,筆名は第31次南極地域観測隊夏隊に地質担当と

し､て参加L,第28次隊(高橋,1987;地質ニュｰス397号)

以来3年振りにセｰルロソダｰネ山地の地質調査を行っ

た.本山地における実質的な調査期間は,1989年12月下

旬から1990年1月下旬までであった.たお,地質調査は

このほか本山地調査終了後の2月下旬にエソダビｰラン

ドでも行われた(地質ニュｰス430号,口絵6-7).

セｰルロソダｰネ山地の地質の概要は,ベルギｰ隊の

先駆的調査(例えば,VANAUTENB0ERandL0Y,1972)

やKoJIMAandSHIRAIsHI(1986)をはじめとする最近

の日本隊の調査によってかたり明らかになってきた.L

かしたがら極地の厳しい自然条件のため,依然として多

くの空白域カミ残されていた.また,既に調査が行われて

いた地域も,東南極の地質を考察する上で改めて見直し

が必要とたってきていた.

夏期行動中の限られた日数の中で本山地の空白域を埋

めたり全域にわたる見直しを行うためには,これまでの

ようた陸路からの雪上車やスノｰモｰビルの調査では限

界がある.そこで,今次隊では観測隊として初めてヘリ

コプタｰを導入した調査が行われることになった.ここ

に現地での行動の概略と今回の成果の一部を記したい.

2.セｰルロンダｰネ山地の地質のあらまし

ここで簡単にセｰルロソダｰネ山地の地質を述べてお

こう.南概大陸は,地質学的にみて主に先カンブリア時

代の岩石からたる東南極と,古生代以降の造山運動で形

成された西南極とからなる.セｰルロソダｰネ山地は,

このうち東南極の一画に位置し(第1図),先カンブリア

時代後期から古生代前期の放射年代を示す変成岩や深成

岩からたる.変成岩は大きく2つに分けられ,砂質一泥

質岩を主た原岩としてグラニュライト相に達するような

高度変成岩(テルテベソゲソ層群)と中性一塩基性岩を原

岩とする角閃岩相程度の変成岩(ニルスラルセン層群)か

らたる.そして,両者は広範囲に破砕帯を伴う構造線で

接している.深成岩は,主に花騎岩からたり,閃長岩だ

と日本には余り産したい岩石も出現する.花嵩岩と変成

岩の関係は,後述するように調和的なものから非調和的

たものまで多様である.

3.山地隊,ヘリ才へ隊そして越冬隊

セｰルロソダｰネ山地で野外調査や観測を行うメンバ

ｰ(山地隊)は,次の6名であった.小山内康人(地質,

福岡教育大学),田結庄良昭(地質,神戸大学),高橋裕平

(地質,地質調査所),土屋範芳(地質,東北大学),林保(測

地,国土地理院),蛭田眞一(生物,北海道教育大学釧路分校).

このうち地質担当者は,山地での地質調査を行い,地

質図の作成をめざすとともに,岩石学や地質年代学の研

究のための岩石試料を採集する.測地担当の観測内容

は,GPS(測地衛星を利用した測量システム)によって測地

基準点の位置を決定し,また重力や地磁気を観測する.

生物の調査では,動物及び植物の陸上生態系の研究を行

う.

これら山地隊の調査及び観測は,人員をヘリコプタｰ

で山地に送り込むことによって実施された.このヘリコ

プタｰは,5名のベリオペチｰム(ヘリオペ主任,操縦士

2名,整備士2名)によって運用された･

観測隊のヘリコプタｰ(写真1)はアエロスパシャル

式AS350B型という小回りのきくもので1オｰストラリ

ア隊などの南極での行動を参考にした｡2台のヘリは,

その彩色から一方をセルロソレッドまたは簡単にレッド

(朝日航洋所属),また別のヘリをセルロソブルｰあるい

はブルｰ(中日本航空所属)と呼んだ.

今回の調査はあすか観測拠点(写真2)をべ一スとし

ている.あすか観測拠点の越冬隊は8名からたるが,こ

のうち,あすか隊長の白石和行氏(国立極地研究所)は地

質の専門家で,また早くからヘリコプタｰ導入を主張し

てきた方で,われわれ地質グルｰプの良き理解者であっ

た.また,そのほかのあすかの越冬隊全員からも有彩無

1)地質調査所地質部

キｰワｰド:南極,セｰルロソダｰネ山地,変成岩,花嵩岩
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第1図セｰルロソダｰネ山地の地名

セｰルロソダｰネ山地全体の詳しい地質図はまだ作成されていたい.ここでは本文の内容の理解を助ける上に必要なことだげ

を示した.黒丸:本文中に出て来る観察地点,T-V:テルテベンゲソ層群の模式地,N-L:ニノレスラルセン層群の模式地,

F:テルテベソゲソ層群とニルスラルセン層群を境する蕨層.

写真1観測隊のヘリコプタｰ

形の多くの支援をいただいた.あすか滞在中の食事や諸

施設利用はもちろんのこと,健康管理のための定期的た

検診,野外行動中の通信のワッチ,気象情報(天気予報)の

提供などである.そのほかに山地隊の事故を想定して,

越冬隊が中心となったレスキュｰ体制も整えられた.

4.山地調査

4.1概要

今回の調査は,初めてのヘリコプタｰを使った調査と

いうこともあり,国内及び往路の船の中で綿密な計画が

1990年11月号

写真2あすか観測拠点

強い地吹雪のために建物の多くは雪の下に埋もれている

練られた.しかしたがら,実醸にヘリコプタｰが飛び始

めると,天候の状況や人のやりくりなど顎施で初めて気

カミ付くことも多く,その都度計画を変更して調査活動を

行うこととたった.詳しい公式記録は別に報告されるの

で,ここでは,行動の結果だけを簡単に述べる.

先ず,準備段階として,1989年12月下旬,ヘリコプタ

ｰの地形慣熟飛行に併せて着陸適地の偵察飛行を行っ

た.これには,小山内及び林両隊員が参加Lた.残りの

山地隊の4名(高橋･土屋･田結庄･蛭田)は,アウスト

カソバｰネでスノｰモｰビルによる目慣らしを兼ねた陸�
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路調査を行った､

本番のヘリコプタｰによる山地調査は,年が明けた

1990年1月5日から1月30目まで行なわれた.山地隊の

パｰティは次のA隊とB隊の2つである.

A隊(俗称:とど隊)

小山内(リｰダｰ,通信･装備･記録),土屋(食料･地形

図),林(気象･医療)からなる.この隊は,山岳経験者

からなるため,山地の南を中心に,自然条件の厳しい地

域を分担した,このため,測地基準点の偵察を行いつ

つ,調査の機会をうかがう.この着陸地点に対するA隊

の臨機応変な対応が結果的に多くの成果につたがった.

B隊(俗称:とうがも隊)

高橋(サプリｰダｰ,通信･食料･記録),田結庄(装備･

地形図),蛭田(気象･医療)からなる.こちらは本格的

た山岳経験者がいたいので,山地の北側の比較的温暖た

地域を担当した.地質のほかに生物調査も行うため,生

物の活動が予想される気象条件のよいところを対象とし

た.この隊は,偵察が済んだポイントを順に2泊程度で

調査を行った.

以下に陸路隊及び山地隊Bとして筆者が観察してきた

地域を中心に説明する.

4.2陸路調査

ヘリコプタｰによる本調査にさきだち,アウストカソ

パｰネで陸路調査を行った.アウストカソパｰネはあす

かから南東約40㎞にあり,短期の陸路調査に手ごろだ

山塊である.

12月25目,調査隊はスノｰモｰビルにそりをつげてあ

すかを出発.ルｰトはあすか一アウストカソパｰネ間の

AAルｰトである(写真3).ルｰト沿いの旗の立て直し

や雪尺測定を行いながら進み,AA35ポイントにべ一ス

キャソプを設けた.

調査は12月26目と27日の2日間行った.まず,アウス

.一｡綴簸鰍

トカソパｰネ(AAルｰト終点)周辺の地質と生物の調査

を行った.地質班は,日本隊が従来から調査を行ってき

たポイントで実際の露頭を前に岩相の確認を行い,どの

ように記載したらよいかを打ち合わせた.そして時間の

許す限り足をのばして,未調査地点で地質の調査と岩石

試料の採集を行った.この付近の岩石の主体はザクロ石

黒雲母片麻岩である.地質班は前の隊からの引き継ぎが

よかったこともあり,観察地点の重点をあらかじ一め決め

ておいた1一方,生物担当者がこの地に足を踏み入れた

のは今回が初めてであったので,蛭田隊員は生物相の観

察をどのようにはじめたらよいのか,はじめは戸惑って

いたようである.さらに,アウストカソパｰネの北東側

のドビｰタｰゲソヘの調査も行った.ドビｰタｰゲソの

露頭は,風の吹きさらしでつらい観察であったが,花騎

岩や片麻岩,さらには片麻岩中に取り込まれた超苦鉄質

岩を採集することができた.

なお,ヘリコプタｰ調査が軌道に乗り始めた翌年の1

月10日から12日にかけて再びアウストカソパｰネで調査

を行った.そのときは,盆地状の山塊の中央部でユキド

リの営巣地の生物調査と稜線沿いの地質精査を行った.

4.3山地東部の変成岩

山地東部のバルヒェソの調査を1月5日から9日にか

けて行った.このうち,北バルヒェソに5日から7日ま

で,また南バルヒェソには7目から9目まで滞在した.

バルヒェソ山塊全域については,29次隊が陸路からス

ノｰモｰビルを使って調査を行い,黒雲母角閃石片麻岩

やチャｰノッカイトが分布することを報告している(A･

sAMIθまα1,.1989).しかし,氷床沿いの露岩が対象で,

山塊の内陸部にまでは調査が及んでいたい.そこで,な

るべく山塊の内側に着陸地点を求め,どのような岩石が

露出しているかを確認したけれぽたらたかった.

バノレヒェソの内陸部は岩場で露出がよく,べ一スキャ

ソプから直ちに地質調査ができた(写真4).このうち,

北バルヒェソは気候が温暖なためか,調査ルｰト沿いに

は水たまりがある.おかげで食事の水作りの手間が省け

細粒閃緑岩の小規模た岩体やペグマタイトがわずかに分

写真3陸路調査隊

これに対して,南バルヒェソは北バノレヒェソよりも寒

く水たまりたどはなく,しかも風が強い.露頭の観察は

風の影響の少ない適当な岩かげをねらって行たった.岩

種はやはり片麻岩類が主体で,肉眼的には角閃石黒雲母

片麻岩である.北バルヒェソと異なり石灰質岩がたく,

地質ニュｰス435号�
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写真4べ一スキャソプ(北バルヒェソ)

周辺は角閃石黒雲母片麻岩からたる.

南端を1月13目から17目にかけて調査Lた.この付近は

嚢26次隊で地質調査が行われている(KoJ1MAandSH1RA･

畦IsH1.1986).生物の調査も30次隊で行われているが,両

一､義轟分野ともまだ未解決の問題があり,今回改めて調査対象

とたった.この地域は,特に花嵩岩類が比較的まとまっ

写真5片麻岩中の塩基性岩(暗色部)のはさみ(南バルヒェソ)

そのかわり,塩基性変成岩のはさみが多い(写真5).29

次隊の調査からチャｰノッカイトの産出が予想されてい

たが野外では確認できたかった.

足許ばかりでなく,空を見上げると1羽のユキドリが

飛来.こんたに南の内陸まで飛んで来る生物の活動はた

いしたものと感心する1このほかの生物活動として蛭田

隊員の話では,地衣類カミ岩石に付着Lているとのこと

だ.

南バノレヒェソからあすかへの帰路の途中,バｰド氷河

中の小ヌナタｰク(氷床から突き出た露岩)に立ち寄り露

頭観察と標本採集を行った.片麻岩と花崩岩からたる.

氷河中の一点にすぎないが,バｰド氷河でへだてられた

東西の山塊の地質学的な関係を知る上で貴重たデｰタ

だ.陸路からではクレバスがあって到達困難なバｰド氷

河中のヌナタｰクも,ヘリで簡単にたどりつけることが

できた.

4.4山地北西部の花商岩

セｰルロソダｰネ山地北西部のピギソナネとへ;■ゲン

1990年11月号

て分布するので,セｰルロソダｰネ山地の火成作用を論

じる上で重要である､

ピギソナネでは,花嵩岩と変成岩の境界部を中心に観

察した(写真6).花嵩岩は均質で塊状の粗粒角閃石黒雲

母花嵐岩からたる単調な岩相である.境界部は幅10m位

がミグマタイト的産状を呈している.この花嵩岩体はど

のようにして貫入してきたのだろうかとあれこれ考え

る.ちょっと一息ついてあらためて花嵩岩の岩肌を見る

と,多くの地衣類が付着している.原色の赤いものたど

があり素人がみても興味深い.べ一スキャソプに帰って

から,蛭田隊員に聞くと,ダニやトビムシを肉眼で確認

できたとのことである.ここは,セｰルロソダｰネ山地

の生物の研究でも重要た地域のようだ.

生物標本は,採集後,時間をあまりおかずにあすかに

備えた実験装置にかける必要カミあるので,ピギソナネ調

査終了の1月16目,蛭田隊員は標本をあすかに持ち帰っ

た.その途中雲高橋･田結庄両名は,ベソゲソ南端で降

ろしてもらう.ここは,俗に｢かにのつめ(写真7)｣と

呼ばれる先峰で,圧砕花嵩岩からなっている.圧砕作用

は,セｰルロソダｰネ山地のテルテベソゲソ層群とニル

スラルセン層群を境している大構造線に伴うものであ

る.この構造線の運動を解析できれぽと思い,圧砕花嵩

岩の定方位標本を採集した.

17日には,氷河上を歩いて,対岸のビギングベクダの

ミグマタイトト状の細粒花崩岩の露頭までたどり着く.

写真6ピギソナネの小山塊

手前の稜線沿いが変成岩(片麻岩)で前方の小山塊が花嵩

岩からなる.�
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写真7かにのつめ(ベソゲソ南端)

圧砕された花開岩からなる.

写真8花歯岩(左側)がトｰナル岩(右側)に貫入している

(ルソケリッゲソ)

変成岩のブロックが,ほとんど花嵩岩に同化してしまっ

たような産状である.

4.5山地中央部の花嵩岩

セｰルロソダｰネ山地中央部のルソケリッゲソ,ディ

フエック,メフェル,ベルケルセソにも花開岩が広く分

布している.これらの花嵩岩は,岩質に差異があるのみ

たらず,前述の山地北西部と同様に周囲の変成岩に対す

る貫入形態にも違いがあり,花嵐岩の活動時期を考える

上で興味深い.

ルソケリッゲソの氷河沿いの露頭は,既に26次と28次

隊で調査しているが(KoJ1MAandS削RAIsH,1986･SA-

KIYAMAθ去α瓦,1988),山塊の内陸部の,特に南側の調査

は未着手である.1月19日と20日の2目問,ルソケリッ

ゲソ中央部に露出する花嵩岩とその南に露出する片麻状

トｰナル岩(ニルスラルセン層群)をじっくりと調査した.

花闇岩は主に塊状の中粒角閃石黒雲母花崩岩で細粒黒雲

母花嵩岩を伴う.この花開岩からは約5億年前という

Rb-Sr全若年代が,一方片麻状トｰナル岩からは,セｰ

ルロソダｰネ山地南西部の試料を用い約9億年前という

年代値が報告されている(ともにTAKA肌sHI功泓,in

preSS).花開岩とトｰナル岩の境界を詳細に見るために,

ピッケルとアイゼンを使って30-40度の雪の斜面を登っ

て露頭までたどりつく.見事た貫入関係で,花嵐岩は明

瞭た境界をもってトｰナル岩に貫入Lている(写真8).

北西都のピギソナネのミグマタイト質の境界をもった花

嵩岩とは対照的である.

1月23目,日帰りでディフエックを調査した.ディフ

エックは,先のルソケリッゲソの南側にあって,遠くか

ら赤褐色に見える花嵐岩からたる山塊である.デッフエ

ックの最北端は28次隊が陸路から到達しているが,氷河

にはクレバスが発達していて到達困難た地域には違いた

い.ここは,花嵩岩を主とし,トｰナル岩をゼノリスと

して伴う.花嵐岩は塊状の中一粗粒角閃石黒雲母花闇岩

で,ゼノリスとの境界も明瞭である.岩相は単調なた

め,たるべく広い範囲から試料を採取した.ぜひ,信頼

できる放射年代を得たいものだ.

ディフエック調査終了後,さらに南側のロジャｰスト

ツバネとツブサネに立寄った.両地点とも雪煙舞う厳し

いところだ.向い風では,たかだか前に進めず,雪粒が

顔に痛い.ロジャｰストッパネ最南部は花嵩閃緑岩であ

った.これより南側には露岩がなく氷原が広がってい

る.氷河の下にはどんな地質が展開していくのだろう

か.ツブサネには片麻岩が分布していた.この変成岩

は,ニルスラルセン層群のさらに南に分布する高度変成

岩ということにたる.

'ルソケリッゲソの東側のメフェルとベルケルセソにも

花嵩岩が広く露出している.これらは,3年前の筆者ら

の調査で古期花嵩岩としたもので,前述のルソケリッゲ

ソやディフエックの花開岩よりも古いステｰジのものと

考えられている.すたわち,片麻状構造を有していた

り,また変成岩に調和的な貫入関係を呈しているため,

変成作用と関係がありそうだ花商岩である.LかL,ま

だ信頼できる放射年代が得られておらず,また岩石記載

も不十分であるため,今回見直しの調査を行うこととな

った.メフェルの調査は1月24目と25目,ベルケルセソ

のそれは1月30目に行った.

メフェルでは,主に岩質がやや苦鉄質な中粒角閃石黒

雲母花嗣岩が露出する.この花嵩岩中には,散在する有

色鉱物の定向配列による片麻構造が認められるほかに,

有色鉱物が濃集Lた縞状構造も発達している.周囲の変

成岩の中には,石灰質岩が多く,きれいだ大理石や珪灰

石の大きな結晶も認められる.
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写真9花嵩岩と片麻岩(ベルケルセソ)

写真の右側が花開岩(明るい部分),左側が片麻岩(暗い部

分).花嵩岩は片麻岩の片麻構造に平行に(調和的に)貫入

している.

ベノレゲルセンでは,遠目に見て花嵐岩質岩体の貫入形

態がよくわかる1一見非調和的な岩体に見えたが,ヘリ

から降りて近づいてみると,変成岩を同化しつつあるよ

うな,いわゆるミグマタイトとでもいえそうた岩石であ

った(写真9).露出がよいので産状からみて貫入岩とし

たが,標本サイズでは片麻岩としてもよいよう存岩石で

ある.同様た岩相は,山地北西部のビギングベクダにも

認められた.セｰルロソダｰネ山地に散在する花崩岩

は,地域が離れていても産状からいくつかのグルｰプに

分けられそうである.

5.あとがき

今回の調査結果は現在取りまとめ中であるが,野外調

査を終えた印象としては,変成岩や深成岩(特に花嵩岩)

の分布や産状が従来よりも精度良くかつ総合的に明らか

になりそうである.今後の各種の室内作業の進展に伴

い,セｰルロソダｰネ山地の地域地質記載のみたらず,

南極大陸あるいはさらにゴンドワナ超大陸の地史の解明

へと発展することが期待できる.

このように筆者は満足感を持って山地調査を終えるこ

とができた.これは,山地隊の仲間,ベリオペチｰム,

あすか観測拠点の越冬隊の方々と一体とたって山地調査

に専念できたことによるわげで,これらの方刈こ心から

感謝します.さらに内藤靖彦隊長をはじめ第31次南極地

域観測隊の方々や,上垣毅艦長をはじめ｢しらせ｣乗

組員の方々の御理解と協力体制にお礼を申し上げます.

また,今回の調査計画がセｰルロソダｰネ山地で具体化

できたのは,25次隊以来の陸路調査デｰタの蓄積があっ

たことによるものであることを付記しておきます.

最後に,粗稿を読んで手直ししていただいた地質調査

所牧本博･奥村公男両技官,本論の構成に関して有益

改御助言をされた同倉沢一･佐藤興平両技官にお礼を

申し上げます.
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